
に
昨
年
、
団
員
の
報
償
金
等

は
改
正
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

消
防
団
の

団
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
、
消
防
団

員
の
報
酬
を
１
万
８
千
円
か

ら
２
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

手
当
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で

は
火
災
出
動
の
み
の
手
当
を
、

訓
練
時
に
も
支
給
で
き
る
よ

う
、
処
遇
改
善
を
図
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
消
防
団
員
が
よ

り
充
実
し
た
活
動
が
図
れ
る

よ
う
、
財
政
面
や
、
近
隣
市

町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
、
処

遇
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q　
地
域
経
済
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル

と
地
域
経
済
循
環
創
造

事
業
交
付
金
に
つ
い
て

は
、総
務
省
が
管
轄
で
あ
る
。

横
串
を
刺
す
国
の
示
し
た

事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

地

域
経
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
サ
イ
ク
ル
は
、
地
域
の
資

源
を
活
用
し
、
雇
用
の
創
出

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
的
に

望
ま
し
い
外
部
効
果
等
を
有

す
る
も
の
の
、
十
分
な
収
益

が
期
待
さ
れ
な
い
事
業
に
つ

い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
初

期
の
設
備
投
資
を
支
援
し
つ

つ
、
民
間
事
業
者
が
事
業
自

体
を
実
施
し
、
市
場
経
済
の

伸
縮
性
と
企
業
家
の
精
神
が

発
揮
さ
れ
る
事
業
を
生
み
出

す
仕
組
み
で
す
。
こ
の
事
業

に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
新
規
就
農
・
経
営
継

承
総
合
支
援
事
業
や
、

地
域
農
業
の
活
性
化
な
ど

に
チ
ャ
ン
レ
ジ
す
る
女
性

へ
の
支
援
等
を
行
う
農
業

女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
等
、
農
業
の

担
い
手
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
、
市
が
取
り
組
も

う
と
考
え
て
い
る
事
業
は

あ
る
か
。

A
経
済
環
境
部
長
　
国
や

県
、
市
単
独
の
事
業
等

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
に
合

っ
た
も
の
を
選
択
し
な
が
ら
、

担
い
手
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
に
人
・
農
地
プ

ラ
ン
で
す
が
、
さ
き
の
震
災

で
、
津
波
の
被
害
に
遭
っ
た

太
平
洋
沿
岸
の
50
市
町
村
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
追
加

支
援
も
あ
り
、
経
営
再
開
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
と
、
①
農
地
の
集
積
に

対
す
る
補
助
、
②
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
、
③
離
農
す
る

方
へ
の
支
援
、
④
や
る
気
の

あ
る
方
へ
は
、
５
年
間
の
無

利
子
化
の
特
典
が
あ
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
制
度
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
、
市
内

全
域
に
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

Q　
農
業
を
習
得
し
、
自

ら
始
め
た
い
と
い
う
方

が
い
て
も
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
の
立
場
で
は
、
生
活

が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
支
援
策
は
ど
う

か
。A

経
済
環
境
部
長　

ま
ず

研
修
先
で
す
が
、
市
内

の
農
業
法
人
、
県
が
認
定
し

た
指
導
農
業
士
の
方
に
も
、

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
研
修
中
に
国
の

事
業
で
、
最
長
２
年
間
、
年

間
１
５
０
万
円
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
経

営
再
開
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、
そ
の

後
最
長
５
年
間
、
１
５
０
万

円
を
支
給
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

Q　
介
護
保
険
制
度
の
中

で
、
低
所
得
・
高
齢
者

等
の
住
ま
い
・
生
活
支
援
の

推
進
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
、

こ
の
事
業
に
対
す
る
取
組
み

は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

超
高

齢
化
社
会
に
向
っ
て
い

る
状
況
か
ら
、
低
所
得
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
安
価
な

家
賃
の
住
宅
を
確
保
す
る
必

要
性
は
、
今
後
、
高
ま
っ
て

い
く
と
考
え
ま
す
。
地
域
支

援
の
拠
点
と
な
る
社
会
福
祉

法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
段

階
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る
国
の
動
向
を
見
て
、
関
係

部
署
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
消
費
税
３
％
増
税
に

よ
る
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
の
影
響
は
ど
う
か
。

A
財
政
課
長　

４
月
か
ら

消
費
税
が
８
％
に
な
り

ま
す
と
、
内
訳
は
、
国
税
分

が
６
・
３
％
、
地
方
消
費
税

都
道
府
県
税
分
が
１
・
７
％

と
な
り
ま
す
。
増
税
に
よ
る

歳
入
へ
の
影
響
は
、
地
方
消

費
税
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

７
割
増
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、

景
気
回
復
分
に
よ
る
増
加
と

合
わ
せ
、
５
億
４
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
歳
出

の
影
響
は
、
単
純
比
率
で
計

算
し
ま
す
と
、
３
％
増
分
と

し
て
、
１
億
８
千
20
万
円
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

Q　
す
べ
て
は
子
ど
も
達

の
為
に
、
学
校
の
あ
り

方
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。
小
中
学
校
の
統
合
の
ほ

か
に
、
小
中
一
貫
校
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
選
択

も
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

学
級
数
の

減
少
す
る
、
学
校
の
小

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
現
状

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
本
市
の

人
口
構
成
を
見
て
も
、
児
童

生
徒
数
が
平
成
31
年
度
に
は

平
成
８
年
の
ピ
ー
ク
時
の
約

５
割
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が

推
測
で
き
ま
す
。
学
校
の
小

規
模
化
の
問
題
は
、
児
童
生

徒
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
伸

び
て
い
こ
う
と
す
る
う
え
で
、

人
間
関
係
が
固
定
化
し
、
多

様
な
意
見
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
く
な
る
こ
と
や
職
員
の

配
置
数
も
減
り
、
児
童
生
徒

の
指
導
体
制
に
難
し
さ
が
生

じ
る
な
ど
、
学
校
運
営
に
も

影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
３
月
19
日
に
学
校

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答

申
を
受
け
て
か
ら
、
教
育
委

員
会
等
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
は
】

　

保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
学
校
運
営

協
議
会
が
設
け
ら
れ
、
学
校

運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
し

た
り
、
教
育
活
動
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
る
と
い
っ

た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

公
立
学
校
。

学
校
教
育
に
つ

い
て
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